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ソフトバンク株式会社

AI社会とデータセンター

KYCA3447
スタンプ
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産業革命による日常生活の変化

第2次産業革命 第3次産業革命 第4次産業革命第1次産業革命

機械化 効率化 自動化 自律化・最適化

生産・運搬の機械化 大量生産 生産の自動化 生産の自律化・最適化

18世紀中頃 19世紀中頃 20世紀中頃 21世紀中頃

蒸気機関・紡績機 石油・電力 PC・インターネット AI・IoT・ビッグデータ

AIにより様々なものが自律化・最適化される時代
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1960 1980 2000

AI技術の進化 

探索・推論

エキスパート
システム

機械学習
ディープラーニング

生成AI

2020

AI技術の進化により
出来るコト・使うヒトが多様化
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使用される計算量
（単位:Petaflops/s-days）

モデルのトレーニングで使用される計算量

2012年1960年 2020年

104  

102  

100  

10-2  

10-4  

10-6  

10-8  

10-10  

10-12  

10-14  

1.5年で
2倍の進化

（ムーアの法則）

[Petaflop/s-days] = 1秒間に1ペタ（10の15乗）回の演算を1日実行した計算量（対数スケール）
出典）OpenAI「AI and compute」を元に当社作成

機械学習にCPU使用 機械学習にGPU使用

GPT3.0

：AIモデル

Perceptron
（機械学習の元祖）

2012年以降
3～4ヶ月で

2倍の進化
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必要なデータ処理量
36.6 EB/日

（1日あたり5000台のトラックが通行と仮定した場合）

自動運転におけるデータ処理量

出典）第6回 デジタルインフラ（ＤＣ等）整備に関する有識者会合「デジタルライフラインの整備に向けたデジタルインフラの重要性」情報処理機構（IPA）

参考
スマートフォン

平均1日のデータ通信量

現状
自動運転

MAX 20km/h

今後
自動運転

60~100km/h

767TB/日

2TB/日

0.3GB/日

大規模データセンター
数拠点分のデータ処理量
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データ処理に必要な計算能力

6

12,000超  

2030年  2050年 2040年 現在 

77 

989 

6 

2050年
2,000倍

*計算能力（単位:エクサFLOPS）
エクサ ：10の18乗（1エクサ=100京）
FLOPS：コンピュータの処理能力の単位
              1秒間に浮動小数点演算を何回できるかという能力

AIの導入によって
データ処理の需要が

急増

出典）第5回　半導体・デジタル産業戦略会議を元に当社推計（現在の計算不可の増大傾向を前提とする）
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導入タイプ別
の電力密度
（kW/rack）

20252020201520102000 2005

AIの進化を支える機器の消費電力の推移

NVIDIA
DGX B200

（14.3kW） 

NVIDIA
DGX H100

（10.2kW） 

NVIDIA
DGX A100
（6.5kW） 

サーバーの
消費電力

（kW/Node）

出典）NTTコミュニケーションズ株式会社「⽇本初 液冷⽅式サーバーに対応したデータセンターサービス「Green Nexcenter」による超省エネ型ICT基盤の展開」およびメーカーの公開情報から作成
出典）日本電信電話株式会社「データセンターの成長戦略」

Colo Hyperscale General
AI

Specialised
AI

4-6kW

10-14kW

20-40kW

20-60kW＋

サーバーの消費電力及び電力密度は大幅に増加
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データセンター内の消費電力量の内訳の変化

空調・電源等  

38％ 

空調・電源等  

13％ 

出典）国立研究開発法人科学技術振興機構
　　「情報化社会の進展がエネルギー消費に与える影響（Vol.2）」を元に当社作成
※）サーバー、ストレージ、メモリの消費電力を含む2018年 2030年

87%

62%

13%

38%

AI需要の増加
サーバーの性能向上

サーバーの消費電力量の
比率は更に拡大

90TWh

14TWh

データセンター
消費電力

（TWh）

サーバーなど※

空調・電源など
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拠点毎の電力容量が増大する傾向

インターネット
DC

キャンパス型
DC

Hyperscaler
仕様DC

AI仕様
キャンパス型DC

2000年頃 2010年頃 2020年頃 2025年～

2～5MW
(2KW/ラック×1500ラック)

10～15MW
(4~6KW/ラック×500ラック×複数

棟)

25～50MW
(7～9KW/ラック×4000ラック)

300MW～1GW
(20～70kW/ラック×1000ラック×

複数棟)

データセンターの遍歴
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出典）総務省「令和5年度情報通信白書」をもとに弊社で作成

生成AIにより
データセンター

需要拡大

2020  2021  2022  2023  2024  2025  2026 

需要の拡大

予測

3.5 

3.0 

2.5 

2.0 

1.5 

1.0 

0.5 

0.0 

市場規模
（兆円）

データセンターの増加
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電力増加量（FY23年比）

今後の電力需要の見通し

FY24  FY25  FY26  FY27  FY28  FY29  FY30  FY31  FY32  FY33 

データセンター
半導体工場

537 529 
510 

482 

446 

376 

302 

202 

126 

48 

データセンター・半導体工場の新増設に伴う個別織り込み
最大需要電力（万kW）

FY30時点で
＋482万kW

出典：第70回電力・ガス基本政策小委員会「電力需給対策について」資源エネルギー庁(https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/pdf/070_10_00.pdf)を当社にて加工し作成
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現在のインフラの課題

DC IX

DC IX

海底ケーブル
陸揚げ局

※第6次エネルギー基本計画策定の算定諸元となる発電コスト検証（2021年時点）における石炭火力発電所のモデルプラント（700MW）を参考
出典）当社調べ出典）Submarine Cable Map

©Google MAP

約700MW（建設予定含む）

千葉 印西の総受電容量※線は海底ケーブルを表す

陸揚げ局/IX/DCの集積

・海底ケーブルの陸揚げは南房総と志摩に集中
・IXも8〜9割が東京/大阪に偏在

DC集積地の消費電力

・DC集積地の印西では、
　大型火力1基分※相当の電力を消費

写真はイメージ

AIの処理需要を賄うには現状の東阪集中型のインフラでは困難
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デジタルインフラの構造自体の転換

データ処理/電力を
地方分散処理

データ処理/電力消費が
都市部に集中

データ処理の場所を分散することで解決を図る

現在 将来
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分散型データセンターが可能になった背景

学習環境
・学習用データ収集
・データの前処理
　（クレンジング/アノテーション等）
・推論用モデル作成

学習環境は
通信遅延が許容可能

大量の電力と敷地が確保可能な
地域への分散が可能
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分散型データセンターが可能になった背景

推論環境
・地域性の高い処理
・大量の接続
・高い応答速度

推論環境は
要求性能から東阪だけでは困難

デバイスの近傍での処理が必要
更に分散する方向へ
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参考）当社の事例

最大300MW（将来的に増設予定）

国内最大級のデータセンターを
北海道苫小牧市へ構築
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データセンター候補地の選定条件

ハブ機能レジリエンス エネルギー

高いエネルギー効率・再生可能エネ
ルギーのポテンシャルを有する土地

交通・ネットワークの両面で整備が
行われ、人とデータが集まる土地

レジリエンス

地理的冗長性に優れ
災害リスクが低い土地

大規模データセンターの建設には場所の選定が重要



18
©2024 SoftBank Corp.

データセンター候補地の選定条件（電力観点）

場所

規模

コスト

・早期に系統接続が可能な場所かどうか

・数百MW規模の接続が可能かどうか

・維持コストの多くを占める電気料金が安価かどうか



19
©2024 SoftBank Corp.

参考）米国・ソフトウェアベンダーのデータセンター選定基準

出典）「データセンター利用に関する国内外の動向に係る調査研究」総務省

最も重要な選定基準
電力コスト

・冷涼な地域
・電力コストの低いエリア
　（電気料金が低い/助成の有無）
・自家発電を行い、コスト削減
・電力効率向上技術の採用
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候補場所調査における課題

系統に関する情報公開

（公開情報）
・送電線/変電所名
・設備容量/運用容量
・発電側空き容量　等

発電側の接続には、空き容量マップが公開
一方で、需要側の情報はウェルカムゾーンのみ

系統接続プロセス・期間

需要家からの申込みを起点に接続検討を実施
大規模需要は各種検討・工事が長期化

需要側の接続に
関する情報は限定的

接続検討申込

契約申込

系統接続

事前検討結果の回答
（2週間～3ヶ月/件）

大規模工事
（5~10年程度）

供給承諾 3ヶ月程度/件
現地調査含む

供給余力
無

供給余力
有

OK

NG
接続期間が

希望に満たない場合、
候補地を再検討

需要側への情報提供が限定的、系統接続までの時間が長期化
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コストが安価（賃料/電気料金）

データセンター需要の立地誘導について

出典）「我が国のグリーントランスフォーメーションの加速に向けて」内閣府

早期に提供可能

コスト面や早期接続といった要素により
系統の空きエリアへ誘導できる可能性あり

電力系統/土地観点で望ましい場所を定め、
大規模需要を誘致することは、GX2040ビジョンにも同期

早期接続・コストを呼び水に誘致することで、需要立地を誘導できる可能性あり

大規模需要家の用地選定基準 【参考】GX実行会議における方向性
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